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[はじめに]  

紫外光検出器は，火炎センサーや，天文・医療分野での応用
が期待されている．特に，医療分野においては癌診断に用いら
れる PET(positron emission tomography)のシンチレーション検
出器への応用が挙げられる．現在，PET 装置のシンチレーシ
ョン検出器には光電子増倍管(PMT)が使用されているため，高
い増倍率を持ち，集積化可能な半導体素子によるシンチレー
ション検出器が実用化されることにより，PET 装置の高性能
化が期待されている．そのため，本研究では紫外領域で高感度
な ZnSe系有機―無機ハイブリッド構造紫外アバランシェ・フ
ォトダイオード(APD)の開発を行っている．しかし，これまで
に作製したハイブリッド APDは，APD動作時において一定以
上の電流を流し続けると素子特性が急激に劣化していた．こ
の原因として，電極として用いていた Ag ペーストにより
PEDOT:PSSが腐食している可能性や，PEDOT:PSSが大気中の
水分を吸収することにより劣化している可能性が考えられた．今
回，電極として Auを用いた素子を作製し，さらに使用環境を
真空中にすることで素子耐久試験を行ったので，これを報告す
る． 

[実験方法] 

 まず，Fig.1に本研究で作製した素子の構造図を示す．n-GaAs

基板上にMBE 法を用いて，n-ZnSe～i-ZnSSe 層を成長させる．
その後，インクジェット法を用いて i-ZnSSe 上に PEDOT:PSS を
塗布し，PEDOT:PSS 上に真空蒸着法を用いて金電極を形成し
た．その後，作製した素子を10−6Torr以下の真空状態におい
て，ガイガーモード動作時における素子の耐久試験を行った． 

[実験結果] 

 Fig.2 に耐久試験に使用した素子の暗電流特性を示す．ガイ
ガーモード領域の 0.1，0.2，0.5µAが流れるよう一定のバイア
スを印加した際の耐久試験結果を Fig.3 に示す．Fig.3 より，
Ag ペースト電極かつ窒素雰囲気中での耐久試験と比較する
と，Au電極かつ真空中で測定を行った場合，0.1µ A，0.2µA，
0.5µA いずれにおいても APD 動作時での素子劣化は確認され
ず，耐久試験後の暗電流特性の劣化も見られなかった．この結
果から， 電極材料に Au を用い，素子に真空封止処理を施す
ことによってAPD動作時における素子劣化を抑制することが可
能であると考えられる． 
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